
会員の広場 ： ： （大気レーダー；アクティブ・フェーズドアレー)

京都大学生存圏研究所のMUレーダーが

IEEEマイルストーンに認定

MUレーダー（中層超高層大気観測用大型レー

ダー：Middle and Upper atmosphere radar）は，ア

クティブ・フェーズドアレーシステムを用いた世界初

の大規模大気レーダーとして，大気科学やレーダー技

術の発展に貢献したことが評価され，IEEEマイルス

トーンに認定された．IEEE（Institute of Electrical
 

and Electronics Engineers）は，世界190ヵ国以上に

40万人を超える会員を擁する電気・電子・情報・通信

分野の世界最大の学会で，IEEEマイルストーンは

IEEEの分野において達成された画期的なイノベー

ションの中で，開発から少なくとも25年以上経過し，

地域社会や産業の発展に多大な貢献をしたと認定され

る歴史的業績を表彰する制度として1983年に創設され

た．2015年７月までに，ENIACコンピューター，ト

ランジスター製造，ボルタ電池など157件が認定され

ており，国内からは八木・宇田アンテナ，富士山レー

ダー，東海道新幹線など26件が認定されている．

記念式典が５月13日に京都大学において開催され

た．約120名の方々の列席のもと行われた贈呈式にお

いて，Howard E.Michel IEEE本部会長から山極壽

一京都大学総長と柵山正樹三菱電機（株）執行役社長

に銘板が贈呈された．引き続いて開催された記念祝賀

会，記念講演会で，祝辞とMUレーダー観測成果の

概要等が講演された．その後，信楽MU観測所に移

動し，約80名が見守る中，IEEEマイルストーン銘板

の除幕式が執り行われた．

MUレーダーは，1984年に滋賀県甲賀市信楽町の

国有林内に設置されたアジア域最大級の大気観測用大

型レーダーであり，対流圏から超高層大気に至る大気

の運動，大気循環を観測している．完成以来全国共同

利用に供され，約10年毎に主に信号処理系のアップグ

レードを図り，完成から30年以上経った現在でも，世

界一高機能な大気レーダーの一つとして活躍を続けて

いる．従来，大気の観測は，下層では気球，超高層で

は衛星を用いて行われてきたが，中層大気の観測は困

難であった．初期の大規模大気レーダーとして，1960

年代にアレシボレーダー（プエルトリコ）とヒカマル

カレーダー（ペルー）が米国により設置されたが，こ

れらは電波のビームを高速に任意の方向に向けること

ができないため，大気の運動や乱流の立体構造の観測

には用いることができなかった．MUレーダーでは，

アクティブ・フェーズドアレー方式の採用により，こ

れが可能となり，気象学・大気物理学，超高層物理

学，天文学・宇宙物理学，電気・電子工学，宇宙工学

など広範な分野にわたって多くの成果を上げてきた．

MUレーダーの技術は，その後国内で開発された
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第１図 IEEEマイルストーン銘板．
（和訳）電気電子情報通信分野における

IEEEマイルストーン「MUレーダー
（中層超高層大気観測用大型レーダー），
1984」1984年に建設された京都大学の

MUレーダー（中層超高層大気観測用
大型レーダー）は，二次元アクティブ
フェーズドアレーアンテナシステムを用
いた世界初の大規模大気レーダー
（MST/ISレーダー（中間圏・成層圏・
対流圏観測/非干渉散乱レーダー））で，
三菱電機（株）との共同で開発されまし
た．MUレーダーにより，連続的で柔
軟な大気観測が可能となり，大気科学，
レーダー技術の発展に大きく貢献しまし
た． 2015年５月



気象庁の大気レーダーネットワーク「局地的気象監視

システム（WINDAS）」や東京大学・国立極地研究所

の「南極昭和基地大型大気レーダー（PANSY）」な

どに生かされており，諸外国のMAARSY（Middle
 

Atmosphere Alomar Radar System），AMISR

（Advanced Modular Incoherent Scatter Radar fund-

ed by the National Science Foundation）などにも影

響を与え，アクティブ・フェーズドアレー方式による

大気レーダーの先駆けとなった．京都大学生存圏研究

所では，積雲対流活動の最も活発な赤道インドネシア

域に，MUレーダー技術を集大成した高性能・高機

能レーダー「赤道MUレーダー」を実現するべく努

力を続けている．今後も我が国が大型大気レーダーの

分野で国際的にリードしていけるよう，気象学会員各

位のサポートをお願い申し上げる．

（京都大学生存圏研究所 橋口浩之)
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「気象研究

支部だより

東北支部

究会を，仙台管区気象台内調査研究会と共催

会」の開催案内と講演募集

日本気象学会東北支部は，2015年度東北支部気象研

5年12月７日（月）

10時30分～17時30分

２．会 場：仙台第３合同庁舎 ２階大会議室

(仙台管区気象台）

宮城県仙台市宮城野区五輪１-３-15

http://ww

で次のと

おり開催します．多数の参加をお願いいたします．

１．開催日時：201

zu.html

３．開催要領：通常の研究発表の形式で行う予定．

発表時間は質疑応答を含み15分程度．

４．参加費：無料

５．講演申し込み方法：

題目，発表者名（連名の場合は講演者に○印

を付ける），所属機関名，代表者の連絡先（住

所，電話，FAX，E-mail），200字以内の要

旨，OHP・プロジェクター・パソコン等の使

用希望の有無を，郵送・FAX・メールで送付

願います．なお，メールによるお申し込み

w.jma-net.go.jp/sendai/

infomation/chi

としない会員の

発表者には，気象学会東北支部から交通費の一

部補助をいたしますので，事務局までお問い合

わせください．学部生・院生の会員も補助対象

としますが，研究費等から旅費支出できる場合

はそちらを優先して下さい．

６．講演申し込み期日：2015年11月13日（金）

７．講演申し込み先：

日本気象学会東北支部事務局

〒983-0842

宮城県仙台市宮城野区五輪１-３-15

仙台第３合同庁舎

仙台管区気象台気象防災部防災調査課気付

気象学会東北支部事務局 斎藤篤思

TEL：022-297-8160 FAX：022-297-5615

E-mail：tohoku-admin＠tohoku.metsoc.jp

８．講演資料の提出期限：

2015年11月20日（金）

講演資料は，A4用紙，２枚程度

詳しくは東北支部ホームページをご覧ください．

（http://tohoku.metsoc.jp/workshop/workshop.

html）

その他，ご不明の点は事務局までお問い合わせくだ

さい．

に対

しては１週間以内に返信メールを差し上げま

す．

なお，気象業務，研究を本務


